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この事業は競輪の補助を受けて実施しました。



まえがき

本報告書は、 年 月から 年 月に開催された 歯車関
連 の国際会議に出席した委員各位の活動状況を取りまとめたものである。

は、 つの （ワーキンググループ）と つの 分科委員会 で構
成される。 は、 歯車の精度 、 記号とウォームギヤ装置 の
中に （歯切り工具 、 歯車の用語と記号 、 ウォームギヤ 、そ
して 歯車の能力計算 の中に 歯車の強度計算 、 潤滑油の耐荷
重試験 、 ベベルギア 、 材料の強度と計算 の つに分類されてい
る。各 は、年間２回の頻度で会議を招集している。（ は による
高頻度開催）
日本歯車工業会は、 、 、 を除く５つの に専門家を派遣

してきた。昨年度は、コロナ禍の影響により主に 会議で開催されていたが
本年度は対面にて会議が開催された。本年度より 補助事業により今まで１
名の専門家の派遣を行ってきたが４月より２名に増員できた。本事業を活用し
て の多岐にわたる に複数人の専門家を派遣することにより国際規格
開発の初期段階から各国の規格提案の調整や議論を通じて日本の意見を的確に
反映するように努めるとともに、国際感覚を備えた若手の専門家の育成を目指
していく。
当工業会では、標準化委員会を年３回開催して で得られた情報を共

有して 規格開発の対応方針を模索している。このような活動を継続してい
くことにより日本の歯車産業の発展に寄与していきたい。
最後に、 活動に参加していただいた標準化委員会の委員と公益財団法人

殿に心より感謝するとともに、今後も一層のご支援・ご協力をお願い申し
上げます。

一般社団法人 日本歯車工業会
副会長 辻 勇



日程 開催都市 WG 出席者

4/24 リモート（ZOOM） TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ） 竹田龍平

4/24～29 スイス ブービコン TC60/SC2/WG6（歯車の強度計算）、総会 辻勇、中島隆

6/21 リモート（ZOOM） TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ） 竹田龍平

7/25～26 イギリス ニューカッスル TC60/WG2（歯車の精度） 竹田龍平

7/27～28 イギリス ニューカッスル TC60/SC1/WG4（歯車の用語と記号） 竹田龍平

8/16～17 スイス ブービコン TC60/SC2/WG13（ベベルギア歯車） 竹田龍平、川﨑一正

9/25 リモート（ZOOM） TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ） 竹田龍平

10/19～20 デトロイト TC60/SC2/WG6（歯車の強度計算） 辻勇、中島隆

10/25 リモート（ZOOM） TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ） 竹田龍平

12/13 リモート（ZOOM） TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ） 竹田龍平

'24/2/7 リモート（ZOOM） TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ） 竹田龍平

開開催催会会議議とと日日程程おおよよびび出出席席者者
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開催会議と日程および出席者

ISO/TC60 国際会議2023報告

（1）TC60/総会  2023年4月28日

株式会社イワサテック 辻 勇

有限会社ニューシャイン企画 中島 隆

（2）TC60/WG2（歯車の精度）2023年7月25日、26日

TPR大阪精密機械株式会社 竹田龍平

（3）TC60/SC1/WG4（歯車の用語と記号）2023年7月27日、28日

TPR大阪精密機械株式会社 竹田龍平

（4）TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ）2023年4月24日

TPR大阪精密機械株式会社 竹田龍平

（5）TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ）2023年6月21日

TPR大阪精密機械株式会社 竹田龍平

（6）TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ）2023年9月25日

TPR大阪精密機械株式会社 竹田龍平

（7）TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ）2023年10月25日

TPR大阪精密機械株式会社 竹田龍平

（8）TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ）2023年12月13日

TPR大阪精密機械株式会社 竹田龍平

（9）TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ）2024年2月7日

TPR大阪精密機械株式会社 竹田龍平

（10）TC60/SC2/WG6（歯車の強度計算）2023年4月26日、27日

株式会社イワサテック 辻 勇
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（6）TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ）2023年9月25日

TPR大阪精密機械株式会社 竹田龍平

（7）TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ）2023年10月25日

TPR大阪精密機械株式会社 竹田龍平

（8）TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ）2023年12月13日

TPR大阪精密機械株式会社 竹田龍平

（9）TC60/SC1/WG7（ウォームギヤ）2024年2月7日

TPR大阪精密機械株式会社 竹田龍平
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株式会社イワサテック 辻 勇

有限会社ニューシャイン企画 中島 隆
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株式会社イワサテック 辻 勇
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【参考】日本歯車工業会が審議団体を務めるISO組織

…………………………………………………11

…………………………………………………12

……………………………………………………14

……………………………………16

……………………………………21

……………………………………25

………………………………………………29



（ ） 総会

株式会社イワサテック 辻 勇

ニューシャイン企画有限会社 中島 隆

日 時： 年 月 日

場 所： スイス ブービコン

１． 月 日 に会議開始

２．参加者 紹介

アメリカ ・ドイツ（ ）・フランス ・スイス ・イギリス ・中国 ・日本 計

名、議長はアメリカの

自己紹介

３．

議決 １： の委員会マネージャー は、新版の 倫理行動規範について説明。 は、

で配布された 倫理行動規範の遵守を継続することを宣言した。

４．議題の承認：

議決 ：発行済の最新 を採用

５．議事録委員会の選出：議事録委員会を以下の通り決定

議決 ３：議事録委員会を以下の通り決定

ドイツ 、 フランス 、 イギリス 、

アメリカ

６．前回（ ）の議事録 承認

議決 ： は前回の の議事録（ ）を受理した。

７． –

議決 ５： は事務局の報告 を受理した。

の は、 の の現段階を含む プロジェクトの背景と

進捗状況、および 、 、および の

コメントについて概要を説明した。 とそれに付随する および の レビュ

ーはまもなく開始される予定。 年 月末に。

議決６： は、 および 合同作業部会 に関する

の報告書を受理した。

は、 事業計画を見直し、必要に応じて更新するよう要請。 委員会マネージャ

ー は近い将来にレビューと更新を開始し、 ポータルを介して結果を のメンバ

ーと共有してレビューとコメントを求める予定。

－ 1－



８．

議決 ７： は、新たに改訂された の発行のための の開始を 投票ポー

タルを介して 承認した。

議決８： は、 の を承認した。

議決９： は、 の を承認した。

議決 ： は、 の報告書を受理した。

の議長は に対し、 の 及び 作業が 年 月 日に終了

したと伝えた。 の と解決は 年 月に開始される予定。作業負荷が予見可能で

あるため、 の議長は、 カ月間の延長を要請する決議案を提案した。

議決 ： は、 審議の か月間の延長提案を承認した。

９．

議決 ： は、 、 に関する報告書を受理した。

１０．

議決 ： は、 、 に関する報告書を受理した。

１１．

の 委員会マネージャー は、イギリスギア協会 から、 がイギリス規格協会

に代わって保持している 事務局を辞任する意向のメモを受領した。

の は と連携して、 要求に従い変更作業を開始する予定。中期的には、 と

は の責任下に入る。

１２．

議決 ：次回の会議は、 年 月に中国で暫定的に予定された。正確な日付は近い将来に確定す

る予定。

１３．
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（ ） （歯車の精度）

大阪精密機械株式会社 竹田 龍平

日 時： 年 月 日、 日

場 所： イギリス ニューキャッスル

（１）目的・概要

は歯車精度規格に係わる であり，

–

を 年に改正（ 年に対応する を改正）し，現在関連する標準報告書

（ – ；両歯面かみ合

い試験に関する標準報告書）の改正を行っている。

また同時進行で，新国際規格 （ —

；円筒歯車の歯圧及びバック

ラッシュの計算及び測定方法）を開発している。

今回は， の 意見集約の結果について，及び の 意見集約の結果につ

いて議論した。

（２）０７月２５日（火）－２６日（水）

１．０７月２５日１２時に会議開始。

２．参加者

フランス ・日本 ・イギリス ・アメリカ の計 名で，議長はアメリカの

である。

３．議事録委員の選出

議決１．議事録委員会を以下の通り決定。

日本 竹田 ・フランス ・イギリス

４．議題の承認

議決２．議題案 を承認。

５．前回会議 年 月 日 の議事録の承認

議決３．前回会議の議事録 を承認。

６．現在進行中のプロジェクトの議論

–

－ 3－



（両歯面かみ合い試験に関する標準報告書）

議長より， プロジェクトマネージャーからの指示により， は，正式発行までに，

再度 意見集約することになったと報告があった。

—

議長より，このプロジェクトの か月延長が承認されたことが報告された。

ただし，現在の進行状況から考えて， か月の延長も安心ではない。

では， について提出された 件のコメントについてプロジェクトリーダ準備

のガイドライン（ ）に従い議論を行った。ミーティング後に決定内容を含めたコメントリス

ト（ ）及び修正を反映したドキュメント を に配布することとした。

議決４．今回の コメントについての議論の結果，修正を反映したドキュメントを

（ ）として， 本部へ提出することとした。

７．宿題事項

フランスにて箇条 のねじ歯車の両歯面かみ合い試験についての簡単な規定を 月 日まで

に準備する。

附属書 の計算事例について，イギリスのサポートの下で， 月 日までにアメリカにて準備

する。

アメリカから提出する図を の要求事項に合うように， 月 日までにイギリスにて修正す

る。

上記 及び の宿題が完了した後， 月 日までに，アメリカにてドラフトを修正，

へ確認のため配布する。 は， 月 日のミーティングにて，最終案を へ 投票のために

提出するかどうか決議する。

８．その他の議題

特になし。

９．今後の会議

– 次回会議にて最終決定。

１０．０７月２６日１５時に会議終了。

１１ 今後の見通し・日本の課題

は， による 意見集約の後，発行される見通しとなった。

は， 意見集約時のコメントに対する議論がまとまり， 投票に向けて順位を進

－ 4－



めており，今年中に 投票に持ち込める見込み。

１２ その他

これらのプロジェクトについては，日本は当初より議論に加わって，最終段階に近づいてきてい

る。この時点では日本として特にアクションを起こす必要はない。

今回，当初参加予定だったドイツとイタリアは，直前に連絡があり，欠席となった。まだまだ体

面会議の参加者数は，以前のレベルに戻っていないと感じられた。

－ 5－



（ ） （歯車の用語と記号）

大阪精密機械株式会社 竹田 龍平

日 時： 年 月 日、 日

場 所： イギリス ニューキャッスル

（１）目的・概要

は歯車用語及び基本規格に係わる であり， –

– ；円筒歯車の幾何学的特性 の改正を実施中である。

この円筒歯車の幾何学的特性に関する規格は，歯車の強度規格と繋がっており，歯車を設計する

うえで非常に重要な規格である。

（２）０７月２７日（木）－２８日（金）

１．０７月２７日９時に会議開始。

２．参加者

フランス ・日本 ・イギリス ・アメリカ の計 名で，議長はアメリカの

である。

３．議事録委員の選出

議決１．議事録委員会を以下の通り決定。

日本 竹田 ・アメリカ ・イギリス

４．議題の承認

議決２．議題案 を承認。

５．前回会議 年 月 日 の議事録の承認

議決３．前回会議の議事録 を承認。

６．現在進行中のプロジェクトの議論

1, “Cylindrical involute gears and gear pairs 

；円筒歯車の幾何学的特性 ”

議決４． は に対する意見集約結果の 件のコメント について討議した。

議長より，討議結果を記載したコメントリストを配布することとした。さらに，ドキュメント内で

使用されている図のチェックを行い， の図を修正することとした。

議決５．今回の議論の結果から， は， を 投票にかけることで合意した。議長は，

－ 6－



今回の討議結果及び図の修正を織り込んだ最終案を 月 日までに， 本部へ提出することと

した。

７．宿題事項

修正が決定した の図について，イギリス にて修正を行う。

日本から提出されている の修正は，日本にて実施する。

それ以外の日本提案の図は， フォーマットで日本から提出する。

最終ドラフトを作成し， 年 月 日までに， 本部へ提出する。

８．その他の議題

特になし。

９．今後の会議

 

１０．０７月２８日１５時に会議終了。

１１ 今後の見通し・日本の課題

については，日本から箇条１０にピニオンカッタで加工した時の，インボリュート開

始径の計算を追加することを提案してきたがフランスと意見が合っていなかった。今回の 意見集

約では，事前にフランスとした打合せを行った結果，日本案が取り入れられた。

今後，日本案の図の最終見直しを行い， ドキュメント作成に参画していく。

－ 7－



（ ） （ウォームギヤ）

大阪精密機械株式会社 竹田 龍平

日 時： 年 月 日 ～

場 所： ミーティング

出席者： フランス 含む ドイツ 日本 イギリス

議事概要

．

—

⇒ の投票全体投票は、不要との判断で が 月 日～ 月 日に行われ、

その結果をもとにプロジェクトリーダ（議長）が、 を修正し、 に提示した。 は、基

本合意したが、 月までは、修正コメントを受け付けるとのこと。

（ の精度規格 第 部）

⇒ 各種ウォーム歯面の理論座標とノミナルベクトル、及びウォーム歯面と共役な、ウォームホイ

ール歯面の理論座標とノミナルベクトルを用いた、測定方法について、ドイツの測定機工業会

に意見集約を開始したとの報告があり、イギリス・日本も測定機メーカに聞き取りを行うこと

とする。（竹田から、 、ミツトヨ、東京精密にアプローチする予定）

議長から、第 部のかみ合い精度に関する規格について、円筒歯車をベースに、意見をまとめ

るように依頼があった。
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（ ） （ウォームギヤ）

大阪精密機械株式会社 竹田 龍平

日 時： 年 月 日 ～

場 所： ミーティング

出席者： フランス 含む ドイツ 日本 イギリス ，

イタリア

議事概要

．

—

⇒ 月末又は 月上旬に、最終 を 本部に送り、 投票にかける見込みとの報告があ

った。

（ の精度規格 第 部）

⇒ の精度規格（第 部）の最新案が、議長から提案され、議論を行った。

ドイツより、 の製品仕様、評価パラメータについて国内にて議論していること、評価

手法としては、歯当りチェックが未だに広く使われていることが報告された。

各種ウォーム歯面の理論座標とノミナルベクトル、及びウォーム歯面と共役な、ウォームホイ

ール歯面の理論座標とノミナルベクトルを用いた測定方法に関する規定をどう取り扱うかにつ

いては、結論が出ず。引き続き、各国で意見集約を継続することとする。

日本では、東京テクニカル、ミツトヨ、東京精密にアンケート中であることを報告した。
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（ ） （ウォームギヤ）

大阪精密機械株式会社 竹田 龍平

日 時： 年 月 日 ～

場 所： ミーティング

出席者： フランス 含む ドイツ 日本 イギリス 中国

議事概要

．

⇒ 定期見直し投票の結果のコメントについて議論を行った。

議論が残ったアイテムについては、各国で内容を確認し、次回議論を続ける。

今後の進め方として、今年中に ドキュメントを作成しプロジェクト登録し、 投票にかけ

る。

（ の精度規格 第 部）

⇒ 歯面測定方法に関して、日本でのアンケート結果を報告したが、ドイツのエキスパー

トが、欠席していたため、議論は次回に持ち越すこととなった。

．その他

⇒ — については、 投票

に向けてドキュメントの提出が終了したことが報告された。
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（ ） （ウォームギヤ）

大阪精密機械株式会社 竹田 龍平

日 時： 年 月 日 ～

場 所： ミーティング

出席者： 含む ドイツ 日本 イギリス

議事概要

．

（ の精度規格 第 部； ）

⇒ 各種ウォーム歯面の理論座標と法線ベクトル、及びウォーム歯面と共役な、ウォームホイール

歯面の理論座標と法線ベクトルを用いた測定方法（特に測定子の位置決め方法）について、ド

イツでは、測定機メーカの意見集約待ちであるとの報告が有った。

この取り扱いについて議論の後、議長から理論座標及び法線ベクトルを基準に測定するばあい

の測定子の位置決めの重要性を規格本文で指摘し、詳細な測定方法については、附属書に入れ

ることが提案された。

また、各国で、最終原案（ ）について、次回までに検討することとした。

⇒ 定期見直し投票結果のコメント（ ）のペンディング項目についてのドイツから回答につい

て了承した。

議長から、附属書 ～ の見直し提案が示され、各国で内容を確認することとした。
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（ ） （ウォームギヤ）

大阪精密機械株式会社 竹田 龍平

日 時： 年 月 日 ～

場 所： ミーティング

出席者： 含む ドイツ 日本 イギリス アメリカ ，

イタリア ，中国

議事概要

．

（ の精度規格 第 部）

⇒ 歯面測定方法に関して、ドイツより、 とのミ

ーティング結果が報告された。

各社では、ウォームギヤに限らず様々なギヤ測定で、基準座標・法線ベクトルベースで測定を

行っており，各社の測定結果にも大差なく、測定子の位置決め方法について、改めて説明する

必要は感じないとのこと。但し、基準座標と法線ベクトルに応じて、“stylus tip radius 

compensation”が必要であることは、記載すべきとのことであった。

この位置決めの必要性について、以下を確認した。

では、 で規定している、ウォームの歯形については、軸断面において、

ウォームホイールの歯形については、歯幅中央で許容値を規定しているので、各測定点で球

測定子が、これらの断面で理論歯面に接するように位置決めする必要がある。

ウォーム及びウォームホイールの歯形は、（ 型を除き）インボリュート形状では無く，ウォ

ームの歯形については、 において の 種類の歯形が規定されてお

り、それぞれに合わせた位置補正が必要である。

現状では、一部の測定機では、ウォームギヤも円筒ギヤと同様に測定しているなど、全ての

測定機で同じ測定方式が用いられていない。

質疑；

理論座標（ノミナルデータ）は、 でのみ決定されるのか？

⇒ ウォームギヤの生産者と使用者で合意すれば、その限りではない。

議論；

イタリア－ 附属書 の測定機の中心位置の計算方法を規格で規定しないと、測定機によ

って、測定の不確かさが大きくなると主張。

ドイツ－測定子の位置決め必要性を規格本体で強調することに賛成するが、詳細な計算方法

は、附属書とするのが良いと主張。

日本－ドイツ提案に賛成。

イギリス－測定方法に関する規定は、全ての精度規格に係わるもので、 ではなく、 で

統括して議論すべきで、今回の規格の適用範囲外と考える。
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アメリカ－今回初めての参加なので、意見保留。次回までにアメリカのメーカの意見を確認

する。

中国－ノーコメント。

フランス－測定方法を附属書とすることに賛成。但し、 で規定している幾何形状の

定義などは、重複する必要はない。

議長提案；

‐測定子の位置決めの重要性を規格本体で強調する。

‐用語“probe compensation”はドイツ提案に従い、“stylus tip radius compensation”

とする。

‐ の幾何形状に基づく、測定子の位置決め計算例は、附属書 とする。

‐測定方法に関する記載は、 の本体からは除く。

以上に基づき、規格原案を更新し、 として配布する。

議長より、ウォームギヤの両歯面かみ合いに関する、 の必要性について（ ）に

ついて次回議論することが提案された。

は、 を に提出し、 （ ）として登録、 投票にかけること

で合意した。

⇒ 定期見直しの懸案事項

‐ の定義；ドイツの宿題

‐議長提案の附属書修正；次回議論
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（ ） （ウォームギヤ）

大阪精密機械株式会社 竹田 龍平

日 時： 年 月 日 ～

場 所： ミーティング

出席者： 含む ドイツ 日本 イギリス アメリカ ，

イタリア ，中国 スイス

議事概要

．

（ の精度規格 第 部）

⇒ ウォームギヤの両歯面かみ合いに関する、 の必要性について（ ）

イギリスコメント ；

イギリスでは、ウォームギヤの両歯面かみ合い試験はあまり行われていない。

円筒歯車の両歯面かみ合い規格 は、ウォームギヤも念頭に置いてピニオン

の歯数 まで対応しているので、ウォームギヤ専用に新たな規格 第 部 を作成する必要はな

い。

但し、 または、現在改正中の両歯面かみ合い試験に関する技術報告書

に、ウォームギヤへの適用についての注意事項を追記するべき。

議論；

中国 ノーコメント を除き、他の参加国は、ウォームギヤ専用に新たな両歯面かみ合い試験規

格 第 部 を作成する必要はないことで、合意した。

また、第 部に、ウォームギヤの両歯面かみ合い試験に関する、注意事項を含めることで合意

した。

⇒ 歯面測定方法に関して；

アメリカの測定機メーカの意見集約；

位置座標と法線ベクトルが、 で規定されていれば、それに従って測定することには、

問題はない。

イタリアより、測定方法に関する情報の重要性が、再度提案された。

議論の結果、前回合意した通り、ノミナルデータベースの測定方法については、附属書 とする

ことを再確認した。

⇒ 今回の議論の結果で、 は、部番なしで、（ ）

として登録、 投票にかけることで合意した。

⇒ 議長提案の附属書修正 に合わせた周世

ドイツからだされた、コメント について確認し、修正案を とし、プロジェク

－ 14 －



ト登録し、 投票を目指すことで合意した。

．その他

⇒ 特になし。

今後の会議予定

体面ミーティングを 月の ミーティングに合わせて実施する案が出たが、全員の都合が合わ

ず別途調整となった。
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（ ） （歯車の強度計算）

株式会社イワサテック 辻 勇

ニューシャイン企画有限会社 中島 隆

日 時： 年 月 日、 日

場 所： スイス ブービコン

（１）目的・概要

では円筒歯車の強度計算に関する規格： シリーズの見直し改訂作業、新規作成、が

進められている。今回は、

の β 等の諸係数の見直し、円筒歯車の

に関する、 、 、 で計算に使用される ”

歯面の摩擦係数 friction coefficient)” の計算式の統一、成形研削 歯車

の歯元強度計算式 などが討論され、その確認と決議のため の日本メンバーとして会議に

出席するため、また、 に出席するために出張した。決議事項・議事

録は下記を参照。

（２） 月 日

１． 月 日 に会議開始

２．参加者 紹介

ドイツ（ ）・アメリカ ・フランス ・スイス ・イタリア ・イギリス ・フィンラン

ド ・中国 ・日本 計 名

議長はドイツの

自己紹介

なお、中国の 名及びイタリアの 名が事前登録せずに参加したので、 の委員会マ

ネージャー から、会議出席手順について説明があった。

３．議事録委員会の選出：議事録委員会を以下の通り決定

議決 ： （ドイツ）、 （フランス）、 （アメリカ）

（ が記録）

４．議題の承認：

議決 ： （ ）議題案を承認

５．前回（ ）の議事録承認

議決 ：前回の議事録（ ）を承認

６． の確認 ：スケジュールを確認

は現在の を し、スケジュールを再構築、さらに 年に実

施予定の の数を確認した。（ ）
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７． 30:2022 “

” 

の （委員会マネージャー）から出席者に の最新版 年版 の発行が

通知された。不具合があったら まで報告する必要がある。

８．

Hβ 

議決 ：” から提供された最新の提案文書について”

は、 による のために、まず、 に対し の承認を得るよ

う、計算方法を提供する予定。 は、 に対し、 内で利用可能なソフト

によるパラメータ計算を含む作業を継続し、 月中旬までに、 に報告書を提出し、

を受けることに合意した。

議決 ５： は、パラメータ計算及び実験値との比較結果のスケジュールを提出する予定。

の全 は実験結果の提出を依頼される。報告される結果とスケジュール

は、 の次期改訂版の改訂トピックとするかどうかを が決定するのに助け

となる。

議決 ６： は上記「議決 ５」で概説した の決定後、計算例の準備を最終決定する。

議決 ７： は、ドイツ代表から提案された文書 を し、 の次期改訂版

で文書と計算式 を追加することに合意した。

議決 ８：摩擦係数の使用を説明するために、 はドイツ代表からの提案文書 を

し、若干の変更を加えた文書 を、 の次期改訂版の 項に追記す

ることに合意した。

９．

の 委員会マネージャー から、規格： に対して、今のところ、 は

寄せられていないことの報告があった。

１０．

ドイツ代表から、 の附属書 の 平均応力影響係数

の計算において、応力比 の決定で一貫性に欠けているとの指摘があった。 附属書 の”
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General” では、 と記載されているが、 では になる。 とすべ

き。

議決 ９：次期 で最終結論が出るように、ドイツ代表が、本件のバックグラウンド情報

（ ）及び、修正案（ ）を提供する予定。

議決 ： は に示す に対し を開いて する予定。そし

て、次回 で できるように、提案書 を改訂する予定。

１１．

議決 ：ドイツ代表は、 の次期改訂版に、本規格は交番荷重には対応していないこと

を示す文書を追記することを提案する予定。

１２ 2 “

”

アメリカ代表から に、新しい の出版が承認されたことが報告された。新しい情報

によると、本規格は に基づいている。

議決 ： は に対し、 改訂のスケジュールと、 を提供する

よう指示した。提示された報告書は として、配布される予定。

１３ 22 “ ” 

議決 ： は、 及び の残りの の を完了した。 の 委員会マ

ネージャー）から、すべてのコメントに対して承認された決議を示す文書 が配布

される予定。 は次回の改訂時に を更新するためにこの文書を使用する。

議決 ： は、マイクロピッチング計算を内歯車に拡張することで合意した。 ドイツ代表は、内

歯車を備えた の使用に関する提案を提供する予定。

１４． –

１５ –
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議決 ：この は、スカッフィングの 規格と 規格の荷重調整係数間の不一致の原

因を調査するように指示されている。 のメンバーは、本調査の指導や裏付けとなる文

書の提供により、 の調査を支援するよう依頼されている。 は、これら

の要素を および に組み込むための提案を提供する予定。

１６ 4 “ fracture (subsurface initiated fatigue)”

議決 ： は、規格文書の計算方法に関する説明を に追加することで合意した。

議決 ： は、 の 種類の計算例を、 として新たに作成することで合意

した。一例を挙げると、フランス代表から提出された計算例が挙げられる。

議決 ： は、 の有益な附属書として にフランス提案の計算法を含める

ことで合意した。せん断応力強度法に関する追加情報も追加される模様。

議決 ： は、中国代表からの文書 によって発見されたエラーを確認し、 で概説さ

れた修正を受け入れた。 は、この誤りは の附属書にあり、本体の計算の

出力には関係ないことを指摘し、改訂は の次期改訂版で実施することと

し、そのために、本文書を保存しておくことで合意した。

１７

議決 ： の既存の 表 が され、将来プロジェクトで可能性

のある提案項目について、議論され、追加された。 新しい提案ごとに、関連するトピッ

クを ページにまとめたものを会議後 週間以内に、準備する責任者が任命された。これ

らの ページ提案書は、 での議論の礎となり、さらなる

と優先順位付けが行われる。 のメンバーは、この会議の後 週間以内に、将来のプロジ

ェクトに関するさらなる提言を提出するよう求められた。

これらのトピックは、将来プロジェクトの既存のリストにも追加される。続いて、提案さ

れたすべての将来プロジェクトを網羅したアンケートが作成され、配布される。すべての

代表は、重要性と緊急性に関して提案された新しいトピックをランク付けし、遅くともデ

トロイトでの次回会議の 週間前に記入済みのアンケートを送り返すよう求められる。結

果は評価され、次回会合の 週間前に に配布される。 は、デトロイトでの会議で、

将来のプロジェクトの可能性についてさらに議論し、優先順位を付ける。

１８

アメリカ代表は、 B22 : “

Distress” (歯車歯面損傷に対するトライボロジー及び潤滑の影響 が 年 月に公表されたこ

とを に再認識させた。それゆえ、この項目は、今後の の議題から削除することができる。

１９
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議決 ：次回の は、 年 月 日と 日に で開催 が

確定。

２０
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（ ） （歯車の強度計算）

株式会社イワサテック 辻 勇

ニューシャイン企画有限会社 中島 隆

日 時： 年 月 日、 日

場 所： アメリカ デトロイト

１）目的・概要

では円筒歯車の強度計算に関する規格： シリーズの見直し改訂作業、新規作成、が進めら

れている。今回は、

の β の見直し、円筒歯車の に関する、 、

、成形研削 歯車の歯元強度計算式、今後検討する などが討論され、

その確認と決議のため の日本メンバーとして会議に出席

２） 月 日

１． 月 日 に会議開始

２．参加者 紹介

ドイツ（ ）・アメリカ ・フランス ・スイス ・イタリア ・日本 計 名

議長はドイツの

自己紹介

３．議事録委員会の選出：議事録委員会を以下の通り決定

議決 ： （ドイツ）、 （フランス）、 （アメリカ）

（ が記録）

４．議題の承認：

議決 ： の修正案 を加えて、 ： の議題案を採用

５．前回の議事録を承認

議決 ：前回（ スイス）の議事録 を承認

６． の確認 ：スケジュールを確認

は、 をレビューし、議題項目 新トピック の一部の優先順位を改訂。

は、 、 、 、 、 の発行後、 年に見直される予定であることが示

された。

７．

β 

（スイス）

議決 ： は、このサブグループが作業を続けることで合意。 （ βの規格案）の新バージ

ョンは、 月 日までに配布され、各国機関によるレビュー 特に表 とコメントが行
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われる予定。すべてのコメントの締め切りは 年 月末。サブグループは、コメント

をレビューし、解決し、草案を更新し、春季会合で メンバーによりレビューが行わ

れる予定。春季会合後、 は草案を各国機関に配布し、レビューを行う予定。すべての

国家機関は、 の本文の規範的な部分として、または有益な付属書として草案

を公開するかどうか、意見を形成することが求められる予定。 最終決定は 年秋の

会議を予定している。

フランス

議決 ： は、 を若干の変更した上承認した

表現： の括弧を外し、”circumferen ial”が付記されるときは、

用語；”transverse”は削除する。 の括弧は、ドキュメント全体で削除する。

８． 2 “Calculation of surface durability (pitting)”

（ 会議事務局）には、これまでのところ に関するコメントは受け取って

いないと報告があった。

９．

議決 ６： は、 のスライド に記載の提案を受け入れた。さらに、文章の第 段落の最

後に、「値 は、 による歯元の引張応力よりも高い圧縮応力を考慮する」と

いう文章を追加することとした。

議決 ７： は、フランスのコメントに対し、若干の編集上の修正を加えた上で、最終的に

の内容を受け入れた。サブグループリーダーは、 の次期版に例 を実装

する提案を作成する の既存の例 に加えて、 の計算のみ 。

は、日本に対し、ドイツと協力して、問題及びその提案を明確に特定するため、 をさ

らに明確化し、 によるレビューのために明確化された文書を提出するよう指示した。必要に

応じて、次回の会議で新しいサブグループを開始することも考えるとした。

１０．

議決 ８： は、交番荷重のスピードの異なるケースを計算例に追加することに合意した。スイ
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ス代表が提案書を作成する予定。 スライド に示されたデューティサイクルに

おける負の荷重 圧縮荷重 の取り扱いについての警告文を盛り込むという提案が合意さ

れた。交番荷重をより深く考慮するために、新しい作業項目がスイス代表より提案され

る予定。 の残りの項目は、この作業が完了するまで表に残る。

１１． 2 “Gears 

capacity”

フランスメンバーのサブグループリーダーより報告された。

議決 ９： は、サブグループが次回の会議までに の改訂案を提出し、新規プロ

ジェクトに関する への提案を作成することで合意した。焦点は動力損失に特定され

ており、熱交換の計算法の追加は次のプロジェクトになる予定。

１２． 22 “Calculation of micropitting load capacity” 

は、 をレビューし、原則的には、そこに含まれる計算に同意したが、 は、本件

のさらなる検討を提案した。 事務局は、メンバーがそれぞれの委員会で検討し、次回の

会議で最終決定する準備が整うように関連資料を配布する予定。

１３． –

１４． –

サブグループ リーダーであるドイツのメンバーより報告

サブグループは、 からのコメントを解決し、 からのコメン

トの作業を開始したと報告。完了すると、サブグループはレビューの結果を として

に提出する予定。

１５． 4 “Tooth flank fracture (subsurface initiated fatigue)

サブグループ リーダーであるドイツのメンバーより報告。

サブグループは、 と の つの例を計算し、各委員は良好な関係であ

った。 を の付属書に盛り込む作業が続けられている。これらの計算例

は、 シリーズの新しい ドキュメントに追加される予定。サブグループは、

の手法をより詳細に説明するための提案に取り組んでいる。
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１６．

は、各プロジェクトの範囲と期間を明確にするため、全ての提案をレビューした。

ドキュメントの交番荷重の扱い方、 、 、および の信頼性に対応する項

目が追加された。

は、次の つの作業項目を特定するため、提案を優先順位でランク付けした。

議決 １０： は、ランク付けされた提案を配布し、最終決定が下される 年 月の会議まで

に、すべての参加者がこれらを各国の委員会に持ち帰り、レビューと確認を行うよう

要請する。

１７．

は、今後の会合の日時を以下のとおりにすることで合意した。

１８． 閉会

１９ 今後の見通し・日本の課題

 日本から、 の改訂提案を出したが、説明が不明確との指摘を受け再提出が必要。

 今回 提案の審議が行われたが、各国に持ち帰って意見・コメント採取を依頼されて

いる。

 日本は β改訂の に参加しているのでその対応が必要。

 また、 に関する の見直しの に参加しているので、細か

い対応が必要。

２０ その他

日本開催予定の に合わせて、 日本開催の打診があった。
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（ ） （ベベルギア歯車）

大阪精密機械株式会社 竹田 龍平

三条市立大学 川﨑 一正

日 時： 年 月 日、 日

場 所： スイス ブービコン

（１）目的・概要

はベベルギヤに係わる全ての規格の制定・改正を担当する であり，現在，強度計算規格，

– の改正，上

記強度規格の計算事例に関する標準報告書， —

— の改正，及びベベルギヤの幾何学的特性に関する

規格， の改正に取り組んでいる。

ベベルギヤは，かつては自動車が主流であったが，電動化により自動車用ベベルギヤは減少して

いる，国内では建機・船舶・産業機械用のベベルギヤを，各々の生産者が欧米の加工機メーカ主導

で設計・生産しているのが現状であり，これらの国際規格を導入することにより国際競争力を上げ

ることが必要である。

（２）０８月１６日（水）－１７日（木）

１．０８月１６日１０時に会議開始。

２．参加者

アメリカ ノルウェー 日本 スイス ド

イツ 議長含む で，議長はドイツの である。

３．議事録委員の選出

議決１．議事録委員会を以下の通り決定。

日本 竹田 ・アメリカ ・ドイツ ・スイス

４．議題の承認

議決２．議題案 を承認。

５．前回会議 年 月 日 の議事録の承認

議決３．前回会議の議事録 を承認。

６． （ベベルギヤの強度計算

規格）の改正議論
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—

にて， 意見集約の結果について確認し，コメント については，

次回改正時に再度議論することとし，新たなコメントリストに入れることとした。

—

にて， 意見集約の結果について確認し，コメント については，次回改正

時に再度議論することとし，新たなコメントリストに入れることとした。

—

にて， 意見集約の結果について確認した。積み残しのコメントは無かったが，新たなコ

メントリストを準備することとした。

議決４． （第１部から第３部）についての コメントについて にて確認し

た結果， の発行手続きに入ることで合意した。

７． 30 “Calculation of load capacity of bevel gears –

Sample calculations”

（ベベルギヤの強度計算事例に関する標準報告書）の改正議論

にて の 移管集約結果 について議論し，指摘事項は全て，技術的

では無く編集上の問題であることを確認し，今回の討議結果を盛り込んだコメントリスト

を から配布することとした。

議決５． にて に対するコメントについて確認した結果， は，

として，発行を前提とした 意見集約に進むことで合意した。

８． series "Bevel and hypoid gear geometry“

（ベベルギヤの幾何学的特性に関する規格）の改正議論

から， が提案していた，第 部；規格と第 部；算事例に関する標準報告書に分け，第

部の名称を “Bevel and hypoid gear geometry — Part 1: Basic methods”とすることが で

承認されたことが報告された。

— Part 1: Basic Methods”

にて，これまでに集約されている改正コメントリスト について議論を行

い，その結果を，改正原案 に反映し新たな原案とすることとした。

より，上記のコメントリストに討議結果を反映し，一つのコメントリスト とし

て，配布することとした。残課題である新たな改正案については， 月末を期限として，ドイ

ツにて作成することとした。

－ 26 －



議決６． にて に対するコメントについて議論した結果， は，新たな原案を

とし， 月中旬までに 意見集約のために提出することで合意した。

議決７．アメリカよりプレゼンテーションされた，ベベルギヤのトップランドとカッターエッジラ

ディアスの計算に関する資料 ，及び基となる を配布すること，

については， 改正のためのみに用いることで合意した。

議決８． は， 及び最新の について，各国の委員会にて議論し，

（ベベルギヤのトップランドとカッターエッジラディアスの計算）を の第 部

（ ；標準仕様書）にするか，第 部の附属書にするか，本体に新たな箇条をもうけるか，

について，次回会議で議論することで合意した。

— calculations”

にて，これまでに集約されている改正コメントリスト について確認を行い，追加する

計算事例について議論した。

議決９．最新の が完成した時点で，既存の つの事例の関連見直しを行うこと。追加の

事例の諸元については，事例 ；

modification and 60° shaft angle，事例 ；

とする。これらの追加事例については，ドイツにて，遅くとも，第 部の 意見集約ま

でに計算及び決定することで合意した。

９． 22849 “Design Recommendations for Bevel Gears”

（ベベルギヤの設計における推奨事項に関する技術報告）の見直し。

から， （標準報告書）の見直しについての一般的な， 専門業務用指針について紹介が

あった。それによると， の見直しは随時開始可能なため，現時点ではアクションの必要なし。

１０．今後の取り組み課題

現時点での知見の紹介‐ （内部起点破損）に対する強度計算手法の紹介。

⇒ Mr. Röhme 及び よりそれぞれの手法が紹介された。

より，これまで 及び で発表されている （内部起点破損）

に関する文献を に配布する。

議決１０．各国の委員会にて，配布された文献を確認し， についての今後の

進め方について，次回会議で決定することで合意した。
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（ベベルギヤの効率評価について から紹介）

より，プレゼンテーション資料を に配布する。博士論文の英語版発行の予定あり。

議決１１．各国の委員会にて，配布された資料を確認し， についての

今後の進め方について，次回会議で決定することで合意した。

ISO 17485 “Bevel gears — ISO system of accuracy”

（ベベルギヤの精度規格の見直しについて）

（議長）より， では， の改正に取り組む前に，現在取り組み中の

つのプロジェクトを完成させる必要があることが報告された。 から， のベベ

ルギヤの精度規格 が 年に発行されたことが報告された。これは の

改正原案になり得るため，ドイツ国内で にどのように提案数かを次回会議までに検討する。

また， の改正は，早ければ 年中頃にスタートする見込みである。

その他の情報

議長より の改正版が発行されると， 及び

が改正の対象となる。また， の定期見直し は， 年の 月 日から

月 日の期間で行われることが報告された。

議決１２．各委員は，各国の委員会にて， につて， （標準仕様書）のまま見直し

を行うか， （国際規格）に格上げするかを検討することで合意した。

１１．今後の会議

は，次回会議を以下の通り計画することとした。

 ，

１２．８月１７日１２時３５分に会議終了。

１３ 今後の見通し・日本の課題

はベベルギヤに係わる全ての規格の制定・改正を担当する であり，幾何学特性・設計手法・

強度計算まで，幅広く扱っている。日本では，近年ベベルギヤの研究が少なく，専門書も乏しいこ

とから，この には積極的に関与し，必要に応じて， 対訳版を国に出発行するべきと考える。

１４ その他

竹田は，精度規格を除いて， 会議の主メンバーから降りることを表明し。各国委員から，寄せ

書きが送られた。
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名称 幹事国

TC60 WG2（歯車の精度） アメリカ

SC1（記号とウォームギヤ装置） WG4（歯車の用語と記号） イギリス

WG7（ウォームギヤ） イギリス

SC2（歯車の能力計算） WG6（歯車の強度計算） ドイツ

WG13（ベベルギア歯車） ドイツ

2024年2月末時点

【参考】日本歯車工業会が審議団体を務めるISO組織

ISO組織
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